
区域区分問題   住民運動の成果
北九州市が大幅見直し！

　斜面住宅地の一部を開発可能な「市
街化区域」から開発を原則制限する「市
街化調整区域」に編入（逆線引き）す
る北九州市の政策について、市が八幡
東区の候補地約 292ha のうち 7 割程
度を除外する方針を固めたことが 2月
3日、分かった。住民の意見を踏まえ
て見直した形で対象の建物は当初の約
5400 棟の 5％ほどに縮小する（2月４日
西日本新聞朝刊）。

 「北九州市民の会」事務局としては、
今回の逆線引き見直しについて以下の
ような見解を持っています。

１、 区域区分見直しの逆線引きについて
      市が計画の修正をしたとしても、市の制度は実施されるものであり、
逆線引きでの財産権、居住権への侵害は解決されない点を踏まえて、
引き続き撤回をめざしてがんばることが必要である。

２、 市の計画が杜撰・無策であったため、関係住民の怒りが非常に強い
ものがあった。白紙撤回への反対運動の輪も広がり、市が強行でき
ない状況を作り出していることは運動の到達点である。

３、 八幡東区の修正内容が具体的に明らかになった時点で、詳しく検証
する必要があるが、市の八幡東区の見直し概要でも、修正するとこ
ろと修正しないところが生まれ、新たな矛盾が引き起こされる。最
後まで知恵と力をあわせて頑張ることがたいせつである。

平和ネットが１９日行動
政治の主人公は国民

　2022 年１月 19 日（水）18
時から小倉駅南口広場で、「平
和をあきらめない北九州ネッ
ト」の定例街頭宣伝が取り組
まれました。
　衆議院選挙で改憲勢力は３
分の２を超え、改憲に向けた
策動が強まっているだけに、
アピールも熱がこもっていま
した。「９条を守れ」「国民は
憲法改正など願ってはいない」「政治の主人公は国民です．政治家の暴走
は許されません！」など、前田憲徳弁護士、高瀬県会議員、永冨地区労
連議長、社民党の南川さん、大学教授や市民の方が、次々にマイクを握
り改憲の動きを糾弾、平和を守るために署名へのご協力をと訴えました。

北九州地区労連
「企業の横暴を許さない支援集会」を開催

　北九州地区労連は、労働相談活動に力を入れて取り組んできました。
労働者の働く権利は、労働基準法や労働契約法など労働法で守られてい
るはずですが、北九州の多くの企業では無法状態がまかり通っているよ
うです。まさに、ブラック企業そのものといえる会社が多く存在してい
るのです。
　このような、労働法さえ無視する企業の横暴を許さず、労働者が働き
やすい職場をめざして、１月 20日、「企業の横暴を許さない支援集会」
を計画しました。オミクロン株によるコロナ感染が急速に広がる中の集
会開催でしたので心配しましたが、29団体 45 人が参加し大きな成功を
収めることが出来ました。
　支援集会は、来賓として参加した山内北九州市議の挨拶を受け、道下
地域ユニオン書記長から「これまでに団体交渉で解決した事案」につい
て問題提起をしていただいた後に、不当な雇止めとたたかう北九州埠頭
増田さん、不当配転命令とたたかう福岡県私教連永井さんなど５人のた
たかっている仲間から、それぞれのたたかいについて報告・発言があり
ました。
　参加者からの発言は、北九州共闘竹内議長と南川氏、ユニオン北九州
見口氏、新日本婦人の会浦野支部長から激励と支援の発言がありました。
争議団共闘中村議長のまとめの発言を受け、永冨地区労連議長の音頭で
団結頑張ろうで締めくくられました。
 （堀田和夫氏FBより）

北九州春闘共闘連絡会総会

　2022 年春闘最大のイベント、
北九州春闘共闘連絡会総会が、
2 月 10 日（木）18 時 30 分か
ら市立生涯学習総合センター 3
階大ホールに 22 団体 34 人が
参加して開かれた。
　オミクロン株によるコロナ
感染者数が爆発的に広がる中、
当初予定していた学習会の取りやめ。参加人数の大幅縮小。8組合から
春闘の取り組みについて意見発表をしてもらう予定でしたが急遽取りや
め、文書発言に変更。時間も約 40分程度短縮するなど感染対策を万全に
して開催された。経過報告、2022 年北九州春闘方針、2022 年北九州春闘
闘争宣言などを確認し無事に終えることが出来ました。
 （堀田和夫氏FBより）
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北九州市民の会 検索

市の大幅見直しを伝える西日本新聞

JR小倉駅前で署名活動

第 29 回定例会
平和をあきらめない北九州ネット

2月3日（木）、上記会議がZoom形式で開催されました。主な決定事項を以下に記します。

●2月19日（土）の定例宣伝について
　 小倉駅前14：00～15：00　リレートーク、署名、プラカード、旗などでアピール、発言
の依頼をする担当者を決めた。

●  3月13日（日）の「福岡県総がかり行動」について

　 統一行動として参加する。14時から小倉駅前で宣伝、（黒崎駅前、または戸畑駅前でも同時

開催を検討する）

●  3月19日（土）の定例宣伝は中止（3月13日統一行動に振り替える）

●5月3日憲法記念日について
　 「憲法集会」実行委員会で４回話し合いした。講演は猿田佐世弁護士。１４時於ムーブ。
　 ９条の会・北九州憲法ネット主催「９条まつり」を再開する。５月３日午前中（10：00～
12：00）地域９条の会の活性化を目指して行う。会場は、勝山公園（雨天の時はムーブ大
セミナー室）3月9日に実行委員会開催。（14：00市立生涯学習総合センター）

●次回の定例会：２月２４日（木）18：00、Zoom会議。
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「建国記念の日」 赤旗主張

負の歴史刻んだ過去の直視を
　きょうは「建国記念の日」です。もともとは戦前の「紀元節」でした。明治政府が１８７３年、
天皇の権威を国民に浸透させるため、「日本書紀」に書かれた建国神話をもとに、架空の
人物である神武天皇が橿原宮（かしはらのみや）で即位した日としてつくりあげたもので、
科学的・歴史的根拠はありません。

国民の戦意高揚に利用
　戦前の天皇制政府は一貫して、国民を天皇崇拝と侵略戦争に動員するために「紀元節」
を利用してきました。大日本帝国憲法を発布したのは1889 年の２月11日でした。90 年
には「金鵄（きんし）勲章」が制定されました。武功抜群とされた軍人に与えられる勲章で、
神武天皇の弓に金色のトビがとまって敵の目がくらみ、たたかいに勝てたという神話にもと
づいています。
　朝鮮半島の支配をロシアと争った日露戦争の宣戦布告も1904 年２月10日におこなわ
れ、11日に新聞発表されました。
　国民を侵略戦争に駆り立てるために「紀元節」を利用することは、1941年 12月８日に
開始されたアジア・太平洋戦争のもとでいっそう強められました。
　「シ港要塞完全に死命を制す」「紀元の佳節　精鋭士気高揚　敵最高拠点を奪取」。
80 年前の２月11日、朝日新聞の１面にこんな大本営発表記事の見出しが躍りました。天
皇制政府と軍部は、当時イギリス領だったシンガポール島の攻略作戦を「紀元節」にあわ
せて実施し、戦意高揚をはかりました。
　シンガポールを占領した日本軍は、抗日運動に参加した中国系住民を大量虐殺しまし
た。現地に立つ「血債の塔」には「深く永遠の悲しみとともに、この紀念碑は、日本軍が
シンガポールを占領していた42 年２月15日から45 年８月18日までの間に殺されたわが
市民たちの追悼のために捧げられる」と刻まれています。
　42 年６月のミッドウェー海戦の日本の敗北で戦局は転換し、太平洋地域の制空権と制
海権は連合国側に移りました。鉄鉱石などの軍需物資も欠乏しました。
　木造船建造のために、個人の屋敷や神社仏閣、街道筋の並木をはじめ多くの巨木・大
木が切り倒されました。この「軍需造船供木運動」が開始されたのは43 年２月11日でし
た。推進したのは大政翼賛会です。歴史学者の瀬田勝哉・武蔵大学名誉教授が著書『戦

争が巨木を伐った』で痛苦の過去を克明に記しています。
　負の歴史を背負った「紀元節」は戦後、国民主権と思想・学問・信教の自由を定め、
恒久平和を掲げた日本国憲法の制定に伴い、48 年に廃止されました。ところが佐藤栄作
内閣が 66 年、祝日法を改悪して「建国記念の日」を制定し、「紀元節」を復活させて今
日に至っています。

歴史修正主義から脱却を
　歴史を記憶にとどめるうえで大切なのは、事実を直視することです。それは岸田文雄内
閣が決定した佐渡金山の世界遺産推薦にあたっても問われています。
　日本政府が侵略と植民地支配の負の歴史を認めようとしないのは、根深い歴史修正主
義の考えがあるからです。登録推薦を行うのなら、戦時中の朝鮮人強制労働の歴史を認
めるべきです。
　今こそ歴史の事実と向き合い、憲法９条にたったアジアの平和外交への転換が求めら
れています。

「撤回」怒りの声広がる!


